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研究成果の概要（和文）：体幹筋を基盤にしたサルコペニアの定義の提唱と腰痛等の臨床症状との相関に関する
研究を行った。千葉大学、北里大学、大阪市立大学が本研究に参加した。横 断的、縦断的に2200名の患者を対
象にインピーダンス方を用いて筋肉量の測定、腰痛に関しては様々な客観的尺度、活動計を用いて評価した。サ
ルコペニアやフレイル、ロコモティブシンドロームもそれぞれ3つの尺度を用いて、同様に評価した。一般的に
腰痛の客観的尺度は患者のＡＤＬや活動性と相関しておらず、今後新たな尺度が必要と考えられた。また体の筋
肉量が23キログラムを割ると、腰痛が増加し、脊椎アライメント以上、生活の質が下がることが判明した。

研究成果の概要（英文）：A study was conducted on the proposed definition of sarcopenia based on 
trunk muscles and its correlation with clinical symptoms such as low back pain. Chiba University, 
Kitasato University, and Osaka City University participated in this study. Muscle mass was measured 
in 2,200 patients both laterally and longitudinally using an impedance method, and low back pain was
 evaluated using various objective scales and activity meters. Sarcopenia, frailty, and locomotive 
syndrome were also evaluated in the same way, using three scales each. In general, objective 
measures of low back pain did not correlate with patients' ADL or activity, and new measures were 
considered necessary in the future. It was also found that back pain increased when body muscle mass
 was less than 23 kilograms, and quality of life decreased over spinal alignment and quality of 
life.

研究分野： 脊椎外科

キーワード： ロコモティブシンドローム

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
サルコペニアやフレイル、ロコモティブシンドロームに関してもそれらの重症度と患者の筋肉量が相関している
ことが判った。サルコペニアやフレイル、ロコモティブシンドロームは骨密度減少とも深く関係している。脊 
椎アライメント異常に関しては今のところ手術療法が用いられるが大きな課題がある。2年間の経過観察では脊
椎アライメントのある患者は2倍の速度で筋肉量が 減少することが判明した。このことは手術療法以外にも何ら
かのトレーニングが今後高齢化医療においては重要であることがわかった。以上のことからわれわれ は多くの
薬物療法の選択し以外にも患者教育等を推進すべきと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

骨粗鬆症，筋減少症，サルコペニアが社会的問題となっているが，病態，

定義，治療介入に関してのエビデンスに乏しい．特に体幹筋，付随する後弯や腰

痛は多くの患者が罹患しているが確立した治療がない． 
 
 
２．研究の目的 
 

本研究では，本邦における多施設研究（千葉県，神奈川県，大阪府，富山

県，静岡県）で 1 万人ベースの BIA 法（生体電気インピーダンス法）を用いた体

幹筋量を測定し，体幹筋量をベースとした日本人のサルコペニアの定義を作成

する事である．また，体幹筋量と脊柱アライメント，付随する腰痛との関連を明

らかにする．  
 
 
３．研究の方法 
 
観察研究デザイン 横断縦断研究 
1) 研究対象者の選定：千葉大学整形外科，大阪市立大学整形外科，北里大学整

形外科関連施設の整形外科に通院中あるいは入院中の患者のデータを用いて研

究を行う 
2) 評価項目：骨密度，筋肉量，腰痛（程度，期間），単純 X 線での計測値 
3) 観察項目および検査項目や方法等：以下の項目について，診療録より取得す

る． 
横断的研究 
① 患者基本情報：年齢，性別，診断名，身長，体重， ② 併存症 
③ 腰痛，下肢痛，下肢しびれの程度，期間：程度の評価は Numerical Rating Scale
（NRS）を用いて行う．急性，亜急性，慢性の判断が可能なように，1 カ月未満，

1 カ月以上，3 カ月以上，1 年以上の 4 つに区分することとする． 
④ 骨密度，筋量（四肢・体幹）（体組成計）：骨密度は， DXA 法，筋量は BIA 法

を用いる． 
本研究においては TANITA MC-780A® （タニタ株式会社， Japan）を用いる． 
⑤ 筋力（握力）：握力計を用いた握力測定 （MG-4010，日本メディックス，Japan）
を行う．  
⑥ 単純 X 線（全脊柱 2R）：レントゲン全脊柱立位側面像で Sagittal Vertical Axis 
（SVA），Thoracic Kyphosis （TK），Lumber Lordosis （LL），Sacral Slope （SS），Pelvic 
Incidence （PI），Pelvic Tilt （PT）をそれぞれ計測する． 
⑦ QOL（EQ-5D）：健康関連 QOL の尺度として日本語版 EQ-5D を用いる． 
⑧ 腰痛関連 QOL：Oswestry Disability Index（ODI）とは，患者立脚型の腰痛疾患

に対する疾患特異的評価法で 2003 年に正式に日本語に翻訳され，そちらを用い

る． 
 
 



４．研究成果 
 
体幹筋を基盤にしたサルコペニアの定義の提唱と腰痛等の臨床症状との相関に

関する研究を行った。千葉大学、北里大学、大阪市立大学が本研究に参加した。

横 断的、縦断的に 2200 名の患者を対象にインピーダンス方を用いて筋肉量の

測定、腰痛に関しては様々な客観的尺度、活動計を用いて評価した。サルコペニ

アやフレイル、ロコモティブシンドロームもそれぞれ 3 つの尺度を用いて、同

様に評価した。一般的に腰痛の客観的尺度は患者のＡＤＬや活動性と相関して

おらず、今後新たな尺度が必要と考えられた。また体の筋肉量が 23 キログラム

を割ると、腰痛が増加し、脊椎アライメント以上、生活の質が下がることが判明

した。特にこの事項は性差が無く、ＢＭＩとの相関もない。またこれらの事項を

あらかじめ判定するには握力の測定が有用であり、このことは脊椎骨折の予防

にも繋がるころ が判った。またこれらの事象に対して、レジスタントトレーニ

ングが効果的であることがわかった。サルコペニアやフレイル、ロコモティブシ

ンドロームに関してもそれらの重症度と患者の筋肉量が相関していることが判

った。サルコペニアやフレイル、ロコモティブシンドロームは骨密度減少とも深

く関係している。脊 椎アライメント異常に関しては今のところ手術療法が用い

られるが大きな課題がある。2 年間の経過観察では脊椎アライメントのある患者

は 2 倍の速度で筋肉量が 減少することが判明した。このことは手術療法以外に

も何らかのトレーニングが今後高齢化医療においては重要であることがわかっ

た。以上のことからわれわれ は多くの薬物療法の選択し以外にも患者教育等を

推進すべきと考えている。 
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